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～今月の表紙～

くにみひなの会による「つ
るし飾り展」が大木戸ふ
れあいセンターで開催さ
れました。今年も会場に
は色とりどりのつるし雛
が展示され、来場者を魅
了していました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　福島県内では 7 世紀末頃には古代郡役所（郡
ぐ ん が

衙）が整備され、律令制度による統治が始まることが知られています。
国見地域では、8 世紀前半に役所生活などで必要な須

す え き

恵器を生産していた大木戸窯跡群が存在し、郡衙整備の一環とし
て持ち込まれた産業の一つと考えられます。写真は、現在の新溜ため池の法面で発掘された窯跡を調査している様子で
す。町内の本格的な発掘調査としては早い例の一つで、県内須恵器研究においても欠かせない資料の一つとなっています。

大木戸窯
かまあとぐん

跡群（昭和 47 年の発掘調査の様子：阿部恒夫さん提供）

　

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
5
千
日

達
成
を
受
け
て
、
福
島
県
交
通

対
策
協
議
会
長
表
彰
伝
達
式
が

2
月
27
日
、
国
見
町
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
県
北
地
方
交
通
対

策
協
議
会
長
の
小
川
武
県
北
地

方
振
興
局
長
よ
り
、
町
交
通
対

策
協
議
会
長
の
太
田
久
雄
町
長

へ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
小
川
局
長
は
「
交
通
の
大

動
脈
で
あ
る
国
道
4
号
を
抱

え
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
伴
い
交
通
量
も
増
加
し
て
い

る
厳
し
い
道
路
情
勢
の
中
で
、

5
千
日
と
い
う
記
録
を
達
成
し

た
こ
と
は
、
関
係
者
の
み
な
さ

ま
の
努
力
の
成
果
で
す
。
今
後

国見町は、2 月 25 日午前 0 時に「交通事故死者
ゼロ 5000 日」を達成しました。
町内では、平成 16 年 6 月 17 日に事故が発生し
て以来、約 13 年 8 か月わたって、交通死亡事
故が発生していません。

交通事故死者ゼロ

5000

も
記
録
が
さ
ら
に
続
く
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
太
田
町
長

は
「
5
千
日
達
成
は
、
交
通
安

全
関
係
団
体
を
は
じ
め
と
し
た

広
域
的
な
ご
支
援
に
よ
る
も

の
。
ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が

高
い
意
識
を
持
っ
て
交
通
安
全

に
努
め
て
き
た
結
果
で
も
あ
り

ま
す
。
5
千
日
は
一
つ
の
通
過

点
で
あ
り
、
今
後
も
今
ま
で
ど

お
り
自
然
体
で
交
通
事
故
撲
滅

に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

5
千
日
達
成
は
、
県
内
で
は　
　

葛
尾
村
に
次
い
で
2
番
目
に
長

い
記
録
で
す
。

日達成

県
交
通
対
策
協
議
会
長
よ
り
表
彰

小川局長（右）から表彰状を手渡された太田町長（左）
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